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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 989 ha

平成 24 年度　～ 平成 28 年度 平成 24 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

年 H24 H28

人／年 H24 H28

都道府県名 長野県 佐久穂町 佐久穂地区

計画期間 交付期間 28

＜安心安全で快適なまちづくり＞
　目標１　道路・道路橋の安全性を高めることにより安全なまちづくりを目指します。
　目標２　子育て世代が働きやすい環境を整備するとともに、安心できる福祉体制の整備で、安心で快適なまちづくりを目指します。

・佐久穂町は、長野県の東部、南佐久郡の北部に位置しています。町の中心部を千曲川が南北に貫流し、その流域に沿って国道１４１号とＪＲ小海線が走っています。また、千曲川を境とした東部の秩父山系と西部の八ヶ岳山系の嶺を結ぶ国道299号が東
西に走っています。
・現在、中部横断自動車道、佐久南部広域農道、（主）川上佐久線バイパスの整備が進められています。
・平成17年3月20日に合併して７年が経過しましたが、その間、平成19年度からの「まちづくり交付金」事業などを行って参りましたので、新しい町として社会資本整備が進み、現在は佐久穂町としての一体感が醸成されつつあります。
・面積188.13Ｋ㎡、標高は700m～2,200mで面積の７割が山林原野となっており、集落はその山林原野を流れる多数の沢沿いや、僅かに傾斜がゆるくなっている山間部に点在しています。
・当町の人口は平成17年の国勢調査では12,980人であったが、平成22年には12,069人となっており、5年間で人口が7.0％の減尐、高齢化率も年〄増加し、平成22年で31.3％になっています。
・平成19年2月より検討委員会を立ち上げ、「小中学校のあり方」を検討した結果、町内全小中学校（４小学校2中学校）を平成27年4月に統合することが決定し、平成２３年４月により建設が進められております。

【道路・道路橋の整備】
・町内全小中学校が統合されることに伴い、学校までの距離が現在より遠くなる地区が格段に増えることになります。住民懇談会などにおいても、児童生徒の通学について危惧する声が多く寄せられており、狭あい区間の解消により、学校までの通学経路
の安全性の確保を図る必要があります。
・平成23年度に策定された橋梁長寿命化修繕計画に基づき、道路橋の長寿命化を図り、地域の道路網の安全性を確保していく必要があります。

【安心できる福祉体制の整備】
・当町のデマンド型タクシーは年間約22,000人の利用者がありますが、現行車両は平成19年から運行しており、その運行車両の総走行距離も15万キロを超えています。高齢者等が単独でも安心して、通院・買い物等の日常生活に利用することができるデマ
ンド型タクシーを今後も持続していくため、運行車両の更新が必要となります。

【尐子高齢化への対応】
・尐子高齢化に対応するためには、子育て世代が働きやすい環境を整備する必要があります。そのためには、放課後保育を必要とする児童を預かることにより、親の子育てと仕事の両立を支援することが大切です。
・当町の世帯は、平成23年においては4,333世帯、そのうち高齢者の独り暮らし世帯は、601世帯となっております。今後、急激に独り暮らしの高齢者が増加することが予想され、また要介護認定者数の増加も著しいため、福祉体制の整備が必要です。

　佐久穂町総合計画　基本計画、後期５か年（Ｈ19年度～Ｈ28年度）において「都市基盤の整備、生活環境の整備、産業の振興、保健医療福祉の充実、教育文化の向上、住民と行政の協働推進」の６本を柱に積極的に取り組み、「笑顔があふれ　元気で誇
りが持てるまちづくり」としている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

橋梁長寿命化修繕計画の目標達成 橋梁長寿命化修繕計画の目標を達成するまでの年数
道路及び道路橋の安全性を高めることにより、通学バスやデマンド交通
の安全性を確保する。

10年 5年

特別養護老人ホーム待機者数の減尐 特別養護老人ホームの待機者数の減尐
特別養護老人ホームの建設を補助することにより、待機者数の減尐を図
る。

60人／年 30人／年



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

　・交付期間中の計画管理について
　　事業を円滑に進めるため、また、目標に向けて確実な効果をあげるため、常に住民コンセンサスをとりながら行う。
　・事業終了後における事業展開
　　統合小中学校の跡地利用も視野に入れながら、本事業の目標効果を維持、発展させる試みを今後も続けていく。

方針に合致する主要な事業
＜道路・道路橋の安全性を高めることにより安全なまちづくりを目指す＞
・町内全小中学校が統合されることに伴って長距離となる学校までの通学路について、狭あい区間の解消及び歩行者空間の確保により、安全性を向上さ
せる。
・道路橋の今後増大する老朽化に対応するため、長寿命化計画に基づいて、危険性の高い道路橋から修繕し、地域の道路網の安全性を確保する。

基幹事業：道路拡幅改良事業（４路線）
基幹事業：道路橋補修（１２橋）

＜子育て世代が働きやすい環境を整備するとともに、安心できる福祉体制の整備を行うことで、安心で快適なまちづくりを目指す＞
・仕事をしながら子育てをしている人を支援する拠点として、児童クラブの整備を行う。
・高齢化に伴う要介護認定者の増加に対応するため町単独では建設の難しい特別養護老人ホームについて、民間活力の導入を促進するための経費負担
を行う。
・高齢者が通院・買い物等の日常生活で使用する足を確保維持するための、デマンド型タクシーの運行車両の更新を行う。

提案事業：民間事業者が建設する特別養護老人ホームの建設費の補助
提案事業：児童クラブの整備（２箇所）
提案事業：デマンド型タクシー運行車両の更新（２台）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 佐久穂町 直 L=280m、W=4.0m H24 H24 H24 H24 10.0 10.0 10.0 10.0

佐久穂町 直 L=250m、W=5.0～7.0m H24 H25 H24 H25 139.0 139.0 139.0 139.0

佐久穂町 直 L=420m、W=4.0m H24 H24 H24 H24 83.2 83.2 83.2 83.2

佐久穂町 直 L=450m、W=5.0m H26 H36 H26 H28 108.0 108.0 108.0 108.0

佐久穂町 直 L=5.1m、W=5.5m H25 H25 H25 H25 4.7 4.7 4.7 4.7

佐久穂町 直 L=6.1m、W=5.1m H25 H25 H25 H25 9.9 9.9 9.9 9.9

佐久穂町 直 L=30.7m、W=3.0m H25 H25 H25 H25 10.1 10.1 10.1 10.1

佐久穂町 直 L=11.5m、W=4.0m H26 H26 H26 H26 3.6 3.6 3.6 3.6

佐久穂町 直 L=19.0m、W=5.0～15.0m H26 H26 H26 H26 9.6 9.6 9.6 9.6

佐久穂町 直 L=34.4m、W=4.0m H27 H27 H27 H27 6.3 6.3 6.3 6.3

佐久穂町 直 L=31.0m、W=4.0m H27 H27 H27 H27 2.9 2.9 2.9 2.9

佐久穂町 直 L=28.5m、W=5.0m H27 H27 H27 H27 9.0 9.0 9.0 9.0

佐久穂町 直 L=30.7m、W=4.0m H28 H28 H28 H28 7.0 7.0 7.0 7.0

佐久穂町 直 L=91.8m、W=5.5m H28 H28 H28 H28 19.0 19.0 19.0 19.0

佐久穂町 直 L=5.4m、W=4.2m H28 H28 H28 H28 1.9 1.9 1.9 1.9

佐久穂町 直 L=18.0m、W=5.5m H28 H28 H28 H28 9.8 9.8 9.8 9.8

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

宿岩羽黒下駅線（八十巌橋）

羽黒下下村線支線4号（上木戸橋）

一の渕十二平線（川久保橋）

住宅市街地
総合整備
事業

－

－

－

－

-

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

浜茄子一の渕線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 575 交付限度額 230 国費率 0.4

１－２１５号線（うそのくち線）

３－９９号線（崎田穴原線）

大日向線（ドンドン橋）

下海瀬新田線

高野町上区線（一ツ橋）

柳沢本郷線（柳沢橋）

四ツ谷海瀬停留所線（八田崎橋）

耕地村旭線（耕地村橋）

畑ヶ中小海親沢線（砂原橋）

霧久保線（平川原橋）

池の尾線（池の尾橋）

川久保添田線（鳥井下橋）



街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 434.0 434.0 434.0 434.0 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

民間 間 80床 H25 H26 H25 H26 850.0 850.0 366.8 99.9

佐久穂町 直 2箇所(各定員70人) H27 H27 H27 H27 14.0 14.0 14.0 14.0

佐久穂町 直 L=85m H24 H24 H24 H24 21.0 21.0 21.0 21.0

－

－

佐久穂町 直 2台 H28 H28 H28 H28 8.0 8.0 8.0 6.1

－

合計 893.0 893.0 409.8 141.0 …B
合計(A+B) 575

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

国 国土交通省 L=14.6km ○ H15 現時点で未定 5,130.0

長野県 農林水産省 L=5.0km ○ H11 H24 388.4

長野県 内閣府 L=1.0km ○ H23 H27 96.0

長野県 長野県 ○ H23 H29 49.0

佐久穂町 総務省 A=16,800㎡ ○ H23 H26 5,000.0

合計 10,663

県単道路改築事業 （主）川上佐久線　佐久穂町　海瀬

統合小中学校 佐久穂町

中部横断自動車道「長野新直轄」 佐久南ＩＣ～八千穂ＩＣ

広域営農団地農業整備事業「佐久南部地区」佐久穂町工区

　〃 佐久穂町工区

483.2

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

デマンド型タクシー運行車両購入 －

－

事業活用調
査

－

－

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

特別養護老人ホーム建設補助 483.2

児童クラブの整備

排水路整備事業

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間



ha

都市再生整備計画の区域

佐久穂地区（長野県佐久穂町） 面積 989 区域 佐久穂町

統合小中学校 

　凡例

中部横断自動車道

佐久南部広域農道

（主）川上佐久線バイパス

JR小海

JR羽黒下駅 

JR海瀬駅 

JR八千穂駅 

国道299号 

至
群
馬
県
 

至佐久市 

国道141号 

至山梨県 

至
茅
野
市
 

国道299号 

千 曲 川 

佐久穂町役場佐久庁舎 

佐久穂町役場八千穂庁舎 

都市再生整備計画区域

(仮)八千穂ＩＣ 

(仮)佐久町ＩＣ 



（年） →

（人） →特別養護老人ホーム待機者数の減尐 60 （Ｈ24年度） 30 （28年度）

　佐久穂地区（長野県佐久穂町）整備方針概要図

目標

＜安心安全で快適なまちづくり＞
　　目標1　道路・道路橋の安全性を高めることにより安全なまちづくりを目指します。
　　目標2　子育て世代が働きやすい環境を整備するとともに、安心できる福祉体制の整備で、安心で
　　　　　　快適なまちづくりを目指します。

代表的な
指標

橋梁長寿命化修繕計画の目標達成 10 （Ｈ24年度） 5 （28年度）

■ 基幹事業 
 川久保添田線(鳥井
下橋) 道路橋補修 

■ 基幹事業 
 浜茄子一の渕線道路改良 

■ 基幹事業 
大日向線(ドンドン橋) 道路橋補修 

□ 提案事業 
排水路整備事業 

■ 基幹事業 
 高野町上区線(一ツ橋) 道路橋補修 

■ 基幹事業 
 羽黒下下村線支線4号 

■ 基幹事業 
 下海瀬新田線道路改良 

■ 基幹事業 
 霧久保線(平川原橋) 
 道路橋補修 

■ 基幹事業 
 耕地村旭線(耕地村橋) 

■ 基幹事業  
 柳沢本郷線(柳沢橋) 
 道路橋補修  

■ 基幹事業 
 四ツ谷海瀬停留所線 
 (八田崎橋)道路橋補修 

■ 基幹事業 
 畑ヶ中小海親沢線  
 (砂原橋)道路橋補修 

■ 基幹事業 
 宿岩羽黒下線(八十巌橋) 
 道路橋補修 

■ 基幹事業 
 1-215号線（うそのくち線） 
 道路改良 

■ 基幹事業  
 3-99号線(崎田穴原線) 道路改良 

■ 基幹事業 
 一の渕十二平線(川久保橋) 
 道路橋補修  

□ 提案事業 
 特別養護老人ホーム建設費補助 

□ 提案事業 
 デマンド型乗合タクシー購入事業 

　関連事業凡例

中部横断自動車道

佐久南部広域農道

（主）川上佐久線バイパス

デマンド型タクシー運行区域
（計画区域と同じ）

統合小中学校 

□ 提案事業 
 児童クラブの整備（案） 

□ 提案事業 
 児童クラブの整備（案） 

 
＜凡例＞ 

基幹事業  

提案事業  


